
大飯原子力防災訓練計画事前説明に係る面談（５週間前）時の確認事項 

 

令和元年１１月 ６日Ｒ０ 

関西電力株式会社 

 

大飯発電所原子力防災訓練（令和元年１２月１３日）の訓練計画について、「訓練計画説明に係る面

談時の確認事項[令和元年７月 原子力規制庁 緊急事案対策室]」に基づき説明する。 

 

全般 

○訓練計画＜資料＞ 

・中期計画上の今年度訓練の位置付け 

・今年度訓練の目的･達成目標 

・主な検証項目 

・実施･評価体制 

・訓練の項目･内容（防災業務計画の記載との整合） 

・訓練シナリオ 

－プラント運転状態、事象想定、スキップの有無等 

－現状のプラント状態を踏まえた訓練の実施方針 

・その他 

－ＥＲＳＳ／ＳＰＤＳの使用 

－ＣＯＰ様式 

－即応Ｃ、緊対所レイアウト図 

－ＥＲＣ対応ブース配席図、役割分担 

－ＥＲＣ書架内の資料整備状況（資料一覧） 

○評価指標のうち、主に［Ｐ］、［Ｄ］に関する内容＜資料＞ 

⇒詳細は以下参照 

○事業者と ERC の訓練コントローラ間の調整 

⇒詳細は以下参照 

注意： 

・＜資料＞となっているものは面談資料として提示頂くもの（訓練シナリオ（非提示型の場合）、個

人名、連絡先など、必要な箇所にはマスキング処理をお願いします。） 

・ＣＯＰ:共通状況図のこと｡事故･プラントの状況､進展予測と事故収束対応戦略､戦略の進捗状況

について認識の共有のために作成される図表であって､各社で様式や名称は異なる。 

 

添付資料に基づき説明する。 

 

（関連説明資料） 

添付－１：２０１９年度 大飯発電所原子力防災訓練計画 

・中長期計画上の今年度訓練の位置づけ 

・今年度訓練の目的・達成目標 

・主な検証項目 

・実施評価体制 

・訓練の項目･内容 
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・その他 

－ＥＲＳＳ／ＳＰＤＳの使用 

 

添付－２：２０１９年度 大飯原子力防災訓練想定シナリオ 

・訓練シナリオ 

－プラント運転状態、事象想定、スキップの有無等 

－現状のプラント状態を踏まえた訓練の実施方針 

 

添付－３：ＣＯＰ様式（事故収束戦略検討シート、概略系統図、設備状況シート、ＳＦＰ状況シート） 

・その他 

－ＣＯＰ様式 

 

添付－４：対策本部レイアウト図 

・その他 

－即応Ｃ、緊対所レイアウト図 

 

添付－５：即応センター情報チーム活動マニュアル 

・その他 

－ＥＲＣ対応ブース配席図、役割分担 

 

添付－６：ＥＲＣ書架内資料一覧 

・その他 

－ＥＲＣ書架内の資料整備状況（資料一覧） 
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指標１：情報共有のための情報フロー 

〇発電所、本店（即応センター）、ＥＲＣの３拠点間の情報フロー 

・情報フローとは、次の５つの情報 

－①ＥＡＬに関する情報 

－指標２に示す情報（②事故・プラントの状況、③進展予測と事故収束対応戦略、④戦略の進

捗状況） 

－⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答 

について、いつ、どこで、だれが、なにを、どんな目的で、どのようにの観点からみた、情報伝達

の一連の流れをいう。 

〇情報フローにおいて、前回訓練における課題及び当該課題を踏まえた改善点を明示すること 

・情報フローの確認に際しては、前回訓練での情報共有における課題に対する改善策を反映した

ものとしているかを確認する。 

 

①ＥＡＬに関する情報 

・プラントパラメータ等からＥＡＬ事象の発生を発電所にて判断すれば、発電所から関係箇所へ速

やかに通報連絡（電話/ＦＡＸ）を実施する。 

・発電所緊急時対策所（以下、「緊対所」という。）における判断情報は、緊対所の対外対応専任者

から、社内ＴＶ会議を通じて原子力事業本部緊急時対策室（以下、「本店対策本部（若狭）」とい

う。）および即応センター情報チームへ報告する。 

・入手した情報に基づき、即応センター情報チームから通報文、ＥＡＬ判断基準【ＥＲＣ備付資料】等

を用いてＴＶ会議でＥＲＣへＥＡＬに関する情報（事象（判断理由）、判断時間）を説明する。 

・緊対所から即応センター情報チーム間の情報連携においては、伝達漏れを防ぐため、「ａ．ＰＳウ

ォッチャーによる緊対所内音声の傍聴」、「ｂ．電子ホワイトボードによる緊対所内ホワイトボード

の確認」により多様な情報連携手段を確保する。 

 

②事故・プラントの状況 

・事故・プラントの状況は、ＳＰＤＳ訓練模擬データ、コントローラ付与情報等に基づき、緊対所の対

外対応専任者から、社内ＴＶ会議を通じて本店対策本部（若狭）および即応センター情報チーム

へ報告する。 

・また、緊対所において事故・プラント状況に基づきＣＯＰ（概略系統図、設備状況シート、ＳＦＰ状況

シート）を随時作成・定期的に発行し、本店対策本部（若狭）および即応センター情報チームへ送

付する。 

・その他に、ＳＰＤＳ訓練模擬データ、ＥＲＳＳ訓練模擬データにより、即応センター情報チームにお

いて事故・プラント状況の把握を行う。 

・入手した情報に基づき、即応センター情報チームからＣＯＰ（概略系統図、設備状況シート、ＳＦＰ

状況シート）、ＥＲＳＳ訓練模擬データ、プラント概要図【ＥＲＣ備付資料】等を用いてＴＶ会議でＥＲ

Ｃへプラント状況に関する説明を実施する（必要に応じ、ＣＯＰを手書き更新し、最新化して説明）。 

・緊対所から即応センター情報チーム間の情報連携においては、伝達漏れを防ぐため、「ａ．ＰＳウ

ォッチャーによる緊対所内音声の傍聴」、「ｂ．電子ホワイトボードによる緊対所内ホワイトボード

の確認」により多様な情報連携手段を確保する。 
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③事故収束対応戦略 

・事象の進展や事故収束戦略を緊対所にて判断・検討し、緊対所にてＣＯＰ（事故収束戦略検討シ

ート）を定期的および臨時（主要戦略変更時）に発行し、本店対策本部（若狭）および即応センタ

ー情報チームへ送付する。 

・即応センター情報チームにおいては、発電所から送付されたＣＯＰ（事故収束戦略検討シート）に

対して、別途入手した事故・プラント状況を踏まえ、変更箇所の手書き更新を行う。 

・入手した情報に基づき、即応センター情報チームからＣＯＰ（事故収束戦略検討シート）、事故体

操の手順フロー【ＥＲＣ備付資料】等を用いてＴＶ会議でＥＲＣへプラント状況に関する説明を実施

する。 

・緊対所から即応センター情報チーム間の情報連携においては、伝達漏れを防ぐため、「ａ．ＰＳウ

ォッチャーによる緊対所内音声の傍聴」、「ｂ．電子ホワイトボードによる緊対所内ホワイトボード

の確認」により多様な情報連携手段を確保する。 

 

④戦略の進捗状況 

・発電所における事故収束戦略の進捗状況について、緊対所の対外対応専任者から、社内ＴＶ会

議を通じて本店対策本部（若狭）および即応センター情報チームへ報告する。 

・即応センター情報チームにおいては、至近に発行されたＣＯＰ（事故収束戦略検討シート）に対し

て、戦略の進捗状況を踏まえて必要な見直し箇所があれば、変更箇所の手書き更新を行う。 

・入手した情報に基づき、即応センター情報チームからＣＯＰ（事故収束戦略検討シート）、事故体

操の手順フロー【ＥＲＣ備付資料】等を用いてＴＶ会議でＥＲＣへプラント状況に関する説明を実施。 

・緊対所から即応センター情報チーム間の情報連携においては、伝達漏れを防ぐため、「ａ．ＰＳウ

ォッチャーによる緊対所内音声の傍聴」、「ｂ．電子ホワイトボードによる緊対所内ホワイトボード

の確認」により多様な情報連携手段を確保する。 

 

⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答 

・ＥＲＣプラント班からの質問は、ＴＶ会議又はＥＲＣへ派遣したリエゾンを経由して即応センター情

報チームが把握する。 

・把握した質問は、即応センター情報チームのＱＡ主担当が一元管理し、質問ごとに「情報・ＱＡシ

ート」を発行して、各係へ回答内容の確認を行う。（その場で回答できる場合には、回答後に「情

報・ＱＡシート」を発行して情報共有する。） 

・「情報・ＱＡシート」の回付で回答が作成できれば、即応センター情報チームからＴＶ会議又はＥＲ

Ｃへ派遣したリエゾンを経由（質問を受けた際のルート）し、ＥＲＣプラント班へ回答する。 

 

（関連説明資料） 

添付－７：２０１９年度 大飯原子力防災訓練 情報共有に係るフロー 

  

4



指標２：ＥＲＣプラント班との情報共有 

〇ＥＲＣ対応ブース発話者の育成・多重化の考え方の説明 

〇訓練当日、ＥＲＣ対応ブース発話者をくじ引き等により選定することの可否（否の場合は、その理

由） 

 

○発話者の育成・多重化 

・即応センター情報チームにおいてはＥＲＣプラント班とのＴＶ会議における発話を担う「ＥＲＣ説明者」

１名、および情報の付与・管理を統括する「説明補助者①」により、ＥＲＣプラント班との対応に係わ

る主体的な対応を行う。 

・これらの要員は、事故対応手順、事故事象の進展について高度の知識を有する者として、実発災

時の要員の目安として「発電Ｇ」および「安全技術Ｇ」を主に割り当てているとともに、実発災時にス

ムーズに対応できるよう、平常時から個人を指名し、原子力防災訓練においては、これらの個人を

優先的に訓練に参加させ、習熟を図るとともに、課題の発見に努めている。 

・複数サイト発災時には、即応センター情報チーム内を２チームに分け、同様の対応を行っている。 

・なお、「発電Ｇ」、「安全技術Ｇ」における個人の指名については、人事異動に伴う要員の入替えを

考慮し、適切なタイミングで指名の変更を行っている。 

 

○訓練当日の選定可否 

・当社の体制として、「発電Ｇ」、「安全技術Ｇ」の所属長からの個人指名により育成を行っていること

から、この２名についていずれかを「ＥＲＣ説明者」、他方を「説明補助者①」とするかについて、選

定可能。 

・なお、これら以外の当日の選定については、当社の要員育成の観点、訓練における課題の抽出が

個人の力量不足に偏る恐れがあり、適切な課題抽出が出来ない恐れがあることから、実施しない。 
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指標３：情報共有のためのツール等の活用 

（3-1 プラント情報表示システムの使用） 

〇使用するプラント情報表示システムの説明（実発災時とシステムの差異も説明） 

（3-2 リエゾンの活動） 

〇事業者が定めるリエゾンの役割に関する説明 

（3-3 ＣＯＰの活用） 

〇ＣＯＰの作成・更新のタイミング、頻度に関する説明 

（3-4 ＥＲＣ備付け資料の活用） 

－ 

 

 

（３－１ プラント情報表示システムの使用） 

〇使用するプラント情報表示システムの説明 

・プラント情報はＥＲＳＳ訓練モードを使用し、即応センター情報チームとＥＲＣでＥＲＳＳの同一画面

での情報共有を実施する。 

・なお、事故時においてもプラントデータをＥＲＳＳにて伝送を行うことから、実発災時と同様の情報

共有方法である。 

 

（３－２ リエゾンの活動） 

○事業者が定めるリエゾンの役割に関する説明 

リエゾンへの期待事項 

・リエゾンによるＥＲＣ説明資料の配布（設備状況シート等） 

・ＥＲＣ質問対応 

・本店即応センターから送付した資料について規制庁職員への伝達 

・規制庁が要望している資料のリサーチ 

・ＥＲＣ備付資料を用いて、補足情報の追加説明 

・その他要望事項等の即応センター情報チームへの伝達 

 

（３－３ ＣＯＰの活用） 

○ＣＯＰの作成・更新のタイミング、頻度に関する説明 

・発電所警戒体制発令後、ＣＯＰの作成を開始する。 

  ・ＣＯＰの発行は、発電所情報共有会議開催時および事故収束戦略の変更を伴うプラント状態の

変化が発生した際に実施する。 

 

（３－４ ＥＲＣ備付資料の活用） 

－ 
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指標４：確実な通報・連絡の実施 

（①通報文の正確性） 

〇通報 FAX 送信前の通報文チェック体制、通報文に誤記等があった際の対応 

〇発出したＥＡＬ が非該当となった場合の対応 

〇通報に使用する通信機器の代替手段 

（②ＥＡＬ 判断根拠の説明） 

－ 

（③10 条確認会議等の対応） 

〇10 条確認会議、15 条認定会議の事業者側対応予定者の職位・氏名 

（④第 25 条報告） 

〇25条報告の発出タイミングの考え方 

〇訓練事務局側が想定する、今回訓練シナリ上の 25 条報告のタイミング、回数（訓練シナリオ

中にも記載すること） 

 

 

（①通報文の正確性） 

○通報 FAX 送信前の通報文チェック体制、通報文に誤記等があった際の対応 

・作成した通報文は、作成所管の副班長、班長のチェックを行った上で、発電所対策本部の副本

部長の最終チェックを実施。 

・誤りがある通報文を見え消しにて修正し、再度通報連絡を実施。 

 

○発出したＥＡＬが非該当となった場合の対応 

・２５条報告様式を用い、該当ＥＡＬの非該当を連絡。 

 

○通報に使用する通信機器の代替手段 

・下表のとおり、通報のための複数のＦＡＸ、電話等を整備。 

 

・通信機器一覧 

No 通信機器 回線種類 

1 緊急時衛星通報システム 

（事業本部サーバ） 

ＮＴＴ回線 

（発電所～サーバ間が衛星系） 

2 緊急時衛星通報システム 

（本店サーバ） 

ＮＴＴ回線 

（発電所～サーバ間が衛星系） 

3 緊急時通報システム 

（事業本部サーバ） 

ＮＴＴ回線 

（発電所～サーバ間が社内 NW） 

4 緊急時通報システム 

（本店サーバ） 

ＮＴＴ回線 

（発電所～サーバ間が社内 NW） 

5 統原防ＩＰ－ＦＡＸ（地上系） 統原防ＮＷ（地上系） 

6 統原防ＩＰ－ＦＡＸ（衛星系） 統原防ＮＷ（衛星系） 

7 統原防ＩＰ－電話（地上系） 統原防ＮＷ（地上系） 

8 統原防ＩＰ－電話（衛星系） 統原防ＮＷ（衛星系） 

9 緊急時電話回線 ＮＴＴ回線 
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No 通信機器 回線種類 

10 衛星電話 衛星回線 

11 衛星携帯電話 衛星回線 

12 統原防テレビ会議 統原防ＮＷ（地上系）（衛星系） 

 

 

（②ＥＡＬ 判断根拠の説明） 

－ 

 

 

（③第１０条確認会議等の対応） 

○１０条確認会議、１５条認定会議の事業者側対応予定者 

・対応予定者：即応センター情報チーム長（    原子力発電部長） 

 

 

（④第２５条報告） 

○訓練事務局が想定する、訓練シナリオ上の２５条報告のタイミング、回数 

・１０条通報以降、２回以上発信する。 

  

枠囲みの記載については、機密に係る事項ですので、公開することは出来ません。 
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指標５：前回訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定 

〇訓練実施計画が、前回訓練の訓練結果を踏まえ、問題・課題に対する改善策が有効に機能する

ものであるか検証できる計画（訓練実施項目、訓練シナリオ等）となっていることの説明 

〇訓練時における当該改善策の有効性の評価・確認の方法（例えば、訓練評価者が使用する評価

チェックリスト（改善策の有効性を検証するための評価項目、評価基準などが明確になっているも

の）が作成されていることなど）の説明 

〇課題の検証につき、社内自主訓練・要素訓練、他発電所の訓練で対応している場合は、その検

証結果の説明 

〇令和元年度の訓練で課題検証を行わない場合にあっては、その理由と検証時期の説明、中期

計画等への反映状況の説明。 

また、令和元年度の訓練で課題検証を行わずとも緊急時対応に直ちに問題は無いことの説明 

 

 

・昨年度の大飯・高浜発電所原子力総合防災訓練（2018.12）、大飯・高浜要素訓練（2019.4）の課題

に対する改善策が有効に機能するものであるか検証できる計画を策定。 

・以下の改善策や今年度の訓練目標が検証できる訓練シナリオを作成。 

[発電所対策本部(大飯)] 
課題 改善策 検証計画・確認方法 

○警戒事象通報連絡遅れの改善 

一部警戒事象の通報連絡に遅れを

生じる場面があった。 

＜原因＞ 

通報連絡マニュアルの記載が不明確

であり、通報連絡者が上位の特定事

象の通報票に警戒事象の内容を入れ

ることはルール上できないと誤認して

いた。 

通報連絡者は、特定事象の通報連絡

がＥＲＣ側で受信できなかったことを受

け、特定事象の再通報に係る対応を

優先して実施した。当該対応で時間を

要した結果、特定事象単独での通報

連絡は時間的に実施できなかった。当

該対応完了後においても、当該対応

中に起こった事象の確認等、正確な警

戒事象の通報のために時間を要する

こととなった。通報票はＥＡＬ区分ごと

に作成するのが原則であるが、上記の

ような場合においては、上位の特定事

象の通報票に警戒事象の内容を併記

して連絡するような柔軟な対応も必要

であった。 

なお、通報連絡者は、特定事象や特

定事象の区別によらず、判断後直ちに

通報票の作成に着手しており、遅滞の

ない対応を行った。 

 

＜対策＞ 

通報連絡マニュアルの記載を適正化

し、通報連絡に係るルールを再度周

知・教育する。 

 

 

２０１９年度の原子力防災訓練にて確

認。 

 

（検証方法） 
シナリオ非開示型の訓練を行った

後、通報実績を確認することにより、

警戒事象の通報連絡についても該当

後 15分以内※に実施できていることを

確認する。 

 

※：社内ルールにおいて、通報連絡

の完了目途として 15 分以内とい

う基準が定められているのは原

災法第 10条第１項に基づく通報

のみであるが、今回の訓練では

当該基準を警戒事象の通報連

絡にも適用する。 

○２５条報告頻度の改善 

応急措置実施後、原災法２５条の

報告が実施できていなかった。 

＜原因＞ 

社内ルールにおいても２時間以内の間

隔を目途に報告・連絡するとの記載に

留まっており、原災法１０条の通報後

速やかに応急措置の状況報告をする

という原災法２５条の報告の本来の主

旨が浸透していなかった。 

 

＜対策＞ 

応急措置実施後、その状況を速やか

 

２０１９年度の原子力防災訓練にて確

認。 

 

（検証方法） 

シナリオ非開示型の訓練を行い、訓練

中適切なタイミング・頻度で２５条報告

が実施できることを確認する。 
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課題 改善策 検証計画・確認方法 
に報告する旨マニュアルおよびチェック

シートに記載するとともに、周知・教育

を徹底する。 

 

○安全確保に係る指示内容の改善 

現場で活動する要員に対する安全

確保に係る注意喚起は「安全に配

慮すること」という形式的な内容に

留まっており、現場の状況を踏まえ

て具体的に指示するまではできて

いなかった。 

＜原因＞ 

災害発生時に必要となる防保護具が

複数のマニュアルに記載されており、

どのマニュアルを確認すればよいかわ

かり辛い環境であった。また、今回の

訓練では現場が危険となる状況や、防

保護具の着用が必要となる状況を想

定しておらず、プレイヤーが具体的な

指示を行う機会が発生しなかった。 

 

＜対策＞ 

現場点検を指示する際には、知りえる

範囲で現場の状況を正確に伝えるとと

もに、現場状況に応じて必要な防保護

具が容易に確認、検討できるよう情報

を整理し、マニュアルに記載する。ま

た、訓練ではより具体的な状況を想定

し、プレイヤーが安全確保に係る具体

的な指示ができるような情報付与を行

う。 

 

 

２０１９年度の原子力防災訓練にて確

認。 

 

（検証方法） 

シナリオ非開示型の訓練を行い、訓練

中コントローラが付与する現場の状況

を踏まえて、ユニット指揮者・各機能班

の班長が現場点検等を指示する際

に、安全確保に係る具体的な指示が

実施できていることを確認する。 

   

 

 

[本店対策本部(若狭)] 

課題 改善策 検証計画・確認方法 

○基本動作の定着 

複数サイト発災時のＴＶ会議運用の
改善として、緊急情報を適時カットイ
ンし、遅滞なくＥＲＣへ報告できたも

のの、「発電所」「号機」の異なる情
報が都度カットインされるため、情報
輻輳時には、ＥＲＣ側（受け手側）に

対して、より分かりやすい説明方法と
して、基本動作（発電所名・号機の発
話、重要な情報が伝達されたことの

確認等）の定着が必要であるもの
の、今回プレイヤーの対応で一部、
基本動作の漏れがあった。 

＜原因＞ 

今回のＥＲＣ説明者２名のうち、１名
は初めてのＥＲＣ連携訓練のプレイヤー
であった。 

基本動作（発電所名・号機の発話、
重要な情報が伝達されたことの確認
等）は概ね実施できており、当人の認識

漏れ等があるわけではない。 
基本動作については、既にマニュア
ルに定めているものの、人を相手に分

かりやすく説明する行為であることか
ら、ケースバイケースで対応すべき場面
もあり、プレイヤー本人の経験、判断に

頼る部分もあり、ＥＲＣ説明の対応にお
いて、あるべき姿が分かりにくい面があ
った。 

 
＜対策＞ 

基本動作の定着策として、ＥＲＣ説明
の運用に関して「良好事例／改善事例
集」を作成し、ＥＲＣ説明者等への教育

を行う。 

 

２０１９年度の原子力防災訓練にて確

認。 

（検証方法） 
即応センター情報チームとＥＲＣプラ

ント班との情報連携訓練を行い、活動

状況をビデオ撮影した後、事後振り返
りにより基本動作の定着状況を確認
する。 
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課題 改善策 検証計画・確認方法 

〇情報メモの充実（案） 
ＥＲＣへの発話情報の元ネタとなる情

報メモについて、プラント状況に係る
「時間」の記載がないものがあった。 

＜原因＞ 
ＴＶ会議専任者からの発話において

は「時間」は確実に含まれていたもの
の、この発話に先立つ発電所対策本部
内の音声を集音し、いち早く情報提供

することを優先したものであるが、この
発電所対策本部内の音声においては
「〇〇ポンプトリップ」といった第１声で、

時間の発話がない場合もあり、このよう
な場合において時間情報なしでプラント
状況の説明用メモを作成した 

 
＜対策＞ 

「ＴＶ会議専任者の発話（時間も含ま
れる）まで説明用メモの作成を待つ」ま
たは「即応Ｃ情報チームにおいてＳＰＤ

Ｓから時間情報を読み取り“頃”として
追記する」等の対応を検討中。 

 
２０１９年度の原子力防災訓練にて確

認。（検討中） 

（検証方法） 

ＥＲＣ連携訓練において、発行され
た情報メモに対して、「時間の記載が
不足するもの」「そのうち、ＳＰＤＳまた

は電子ホワイトボードで時間の追記が
できていたはずのもの」を確認する。 

〇軽微なＱＡ対応に係るフローの明確
化（案） 
ＥＲＣプラント班からのＱＡ対応に関し

て、リエゾン経由のものは、ＣＯＰ・リエ
ゾン担当者からＱＡ担当者を通じて各
機能班に問い合わせを行い、各機能

班で回答を作成する運用であるが、Ｑ
Ａ担当者がその場で即答できるような
軽微なＱＡについては、ＱＡ担当者自

身で回答して良いのか、裁量が不明確
であった。 

＜原因＞ 
本件に関する裁量について、マニュア
ル上で明確化されていない。 

 
＜対策＞ 

各機能班に問い合わせせずに回答
可能なＱＡについて、即応Ｃ情報チーム
内だけで回答する運用を明確化する。 

 
２０１９年度の原子力防災訓練にて確

認。（検討中） 

（検証方法） 
ＥＲＣ連携訓練において、リエゾン経

由のＱＡ対応に関して、軽微なものに
ついてはマニュアルに基づき円滑に対
応できることを確認する。 

 

（関連説明資料） 

添付－１：２０１９年度 大飯発電所原子力防災訓練計画 

添付－８：２０１９年度 大飯原子力防災訓練 評価チェックシート（課題検証用抜粋） 
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指標６：シナリオの多様化・難度 

〇訓練シナリオのアピールポイント 

〇シナリオ多様化に関し、付与する場面設定（第 11 回事業者防災訓練報告会資料 別添 1-1 の

指標６の「場面設定など」の部分を記載例として記載すること） 

 

 

○訓練シナリオのアピールポイント 

ａ．２ユニット運転中＋２ユニット長期停止中（ＳＦＰに燃料保管中）を想定。 

ｂ．全ユニットでの発災を想定し、２つの運転中ユニットでいずれも全面緊急事態に至る厳しい状況

を想定し、ＥＡＬの判断ポイントも多数設定。 

ｃ．１次冷却材圧力、炉心注入手段の選定によって炉心を損傷させない判断ポイントを設定。 

ｄ．長期停止中ユニットにおいて漏えいによるＳＦＰ水位低下を想定。 

 

〇シナリオ多様化に関し、付与する場面設定 

時間  

場所  

気象  

体制 ・体調不良による本部長の途中離脱 

資機材  

計器故障 ・モニタリングポストの故障 

・３号機 ＳＦＰ水位計の故障 

・４号機 蒸気発生器水位計の故障 

人為的ミス ・緊急安全対策要員の転倒・負傷に伴う事故収束対策の遅延 

ＯＦＣ対応  

判断分岐 ・対応操作によって炉心を損傷させない判断ポイントを設定 

その他 ・全ユニットでの発災を想定し、２つの運転中ユニットでいずれも全面緊急事態に

至る厳しい状況を想定 

・汚染傷病者の発生 

・シナリオ連動で実施する現場実動訓練におけるマルファンクション 

 

    

（関連説明資料） 

添付－２：２０１９年度 大飯原子力防災訓練想定シナリオ 

添付－９：２０１９年度 大飯発電所３号機 原子力防災訓練フローチャート 
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指標７：現場実動訓練の実施 

〇現場実動訓練の実施内容 

〇事故シナリオに基づき実施する緊急時対策所の活動との連携に係る説明 

〇他原子力事業者評価者の受け入れ予定 

 

〇現場実動訓練の実施内容 

・大飯３号機の全交流電源喪失および全給水喪失発生時おいて、充てんポンプ（自己冷）を用いた１

次冷却系フィードアンドブリードを実施するための以下の実動訓練を実施する。 

① 充てんポンプによる炉心注水ラインの系統構成 

② 充てんポンプのディスタンスピース取替え 

③ 加圧器逃がし弁への代替空気供給 

 

〇事故シナリオに基づき実施する緊急時対策所の活動との連携に係る説明 

・大飯３号機の炉心損傷を防止するため、発電所対策本部からの指示に基づき、充てんポンプ（自

己冷）を用いた１次冷却系フィードアンドブリードに向けた対応を実施する。本対策は３つの現場実

動から構成されており、訓練においては３つの現場実働部隊と発電所対策本部をハブとした情報

連携を実施する。 

・加圧器逃がし弁への代替空気供給においては、１の矢である窒素ボンベを用いた空気供給が実

施できないマルファンクションを導入することにより、予期せぬトラブルが生じた際の本部への状況

報告を実施するとともに、発電所対策本部ではその後の対応について検討し、代替手段の実施を

指示する。 

 

〇他原子力事業者評価者の受け入れ予定 

・他原子力事業者の評価者を受け入れる方向で調整中 

 

 

（関連説明資料） 

添付－１０：現場実動訓練の実施概要 
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指標８：広報活動 

〇評価要素①～⑤それぞれについて、対応、参加等の予定についての説明 

 

○広報活動については、本店対策本部（若狭）が主体実施箇所であることを踏まえ、年度内のいずれ

かの発電所の原子力総合防災訓練において実動訓練を実施することとし、下表のとおり計画してい

る。 

 

 美浜訓練 

（10/18） 

大飯訓練 

（12/13） 

高浜訓練 

①ＥＲＣ広報班と連動したプレス

対応 
× ○ × 

②記者等の社外プレーヤの参加 × × 〇 

③他原子力事業者広報担当等の

社外プレーヤの参加 
× ○ × 

④模擬記者会見の実施 × ○ ○ 

⑤情報発信ツールを使った外部

への情報発信 
× ○ × 

凡例 ○：実動訓練あり ／ ×：実動訓練なし 

 

○今回、大飯発電所防災訓練(12/13)の実施計画として、 

①ＥＲＣ広報班と連動したプレス対応 

・ＥＲＣリエゾンを派遣し、本店即応センター－ＥＲＣリエゾン－ＥＲＣ広報班と連動したプレス対応訓

練を実施する。（調整中） 

 

②記者等の社外プレーヤの参加 

・実動なし。 

 

③他原子力事業者広報担当等の社外プレーヤの参加 

・模擬記者会見において、社外プレーヤーとして他原子力事業者広報担当（日本原電）を模擬記者

役として参加する。（調整中） 

 

④模擬記者会見の実施 

・プレス対応訓練として、模擬記者会見を実施する。 

 

⑤情報発信ツールを使った外部への情報発信 

・プレス対応訓練として、模擬ホームページによる情報発信を実施する。 
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指標９：後方支援活動 

〇評価要素①～③それぞれについて、具体的活動予定（特に、実動で実施する範囲を明確にする

こと）についての説明 

〇一部を要素訓練で実動し、残りを総合訓練で実動するなど、複数の訓練を組み合わせて一連の

後方支援活動の訓練を実施する場合は、その説明 

 

○後方支援活動については、本店対策本部（若狭）が主体実施箇所であることを踏まえ、年度内のい

ずれかの発電所の原子力総合防災訓練または要素訓練において実動訓練を実施することとし、下

表のとおり計画している。 

なお、原子力緊急事態支援組織との連動のうち、遠隔操作ロボット訓練等の各発電所の要員が参

加するものについては、要素訓練により全ての原子力発電所から要員を派遣し、実施する。 

 

 美浜訓練 

（10/18） 

大飯訓練 

（12/13） 

高浜訓練 その他 

要素訓練 

①原子力事業者間の支援

活動 
△ △ △ 

○ 

8/30,31 

②原子力事業所災害対策

支援拠点との連動 
× × × 

○ 

8/30,31 

③原子力緊急事態支援組

織との連動 

△ △ △ 

○ 

8/30,31（連絡、輸送、ロ

ボット操作（美浜）） 

年間 20回予定（ロボッ

ト操作（美浜、高浜、大

飯） 

凡例 ○：実動訓練あり ／△：実連絡のみ ／ ×：実動訓練なし 

 

○今回、大飯発電所防災訓練(12/13)の実施計画として、 

①原子力事業者間の支援活動 

・原子力事業者間支援（１２社、西日本５社、若狭）における支援要請の実連絡訓練を実施する。 

 

②原子力事業所災害対策支援拠点との連動 

・実動なし。 

 

③原子力緊急事態支援組織との連動 

・原子力緊急事態支援組織への支援要請の実連絡訓練を実施する。 
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○令和元年度福井県原子力総合防災訓練（8/30、31）において、次の要素訓練を実施済み。 

①原子力事業者間の支援活動 

・若狭支援連携（日本原電、ＪＡＥＡ）による要員の参集、若狭支援連携本部における運営訓練（実

動）を実施。 

 

②原子力事業所災害対策支援拠点との連動 

・現地支援拠点を美浜整備センターに設置し、中核施設の設営・運営訓練（実動）、前線施設の設

営訓練（実動）、協力施設（若狭支援連携本部）の設営訓練（実動）ならびに美浜発電所および本

店対策本部（若狭）への資機材輸送訓練（実動）を実施。 

 

③原子力緊急事態支援組織との連動 

・原子力緊急事態支援組織への支援要請に基づき、美浜発電所への遠隔操作ロボット等の輸送

訓練（実動）および遠隔操作ロボットの操作訓練（実動）を実施。 
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指標１０：訓練への視察など 

（①他原子力事業者への視察） 

〇他事業者への視察実績、視察計画 

（②自社訓練の視察受け入れ） 

〇自社訓練の視察受け入れ計画（即応Ｃ、緊対所それぞれの視察受入れ可能人数、募集締め

切り日、募集担当者の氏名・連絡先） 

（③ピアレビュー等の受入れ） 

〇ピアレビュー等の受入れ計画（受入れ者の属性、レビュー内容等） 

（④他原子力事業者の現場実動訓練への視察） 

〇視察又は評価者としての参加の実績、予定の説明 

 

①他原子力事業者への視察実績、視察計画 

・本店、各発電所等から、訓練事務局およびＥＲＣ連携を行う対象者を中心に、他社の訓練視察を行

う計画である。 

 他社訓練 

即応Ｃ 緊急時対策所 ＥＲＣプラント班 

訓
練
事
務
局 

本店 10/4 

川内視察（本店 1名） 

  

各発電所  各１名以上（予定） 

10/4  

川内視察（大飯 1名） 

10/25  

敦賀視察（高浜 2名） 

11/1 

柏崎刈羽視察（高浜 1名） 

 

ＥＲＣ連携訓練関係者 

（ＥＲＣ対応発話者 

、ＥＲＣリエゾン） 

  10/4  

川内視察（ﾘｴｿﾞﾝ 1名） 

 

②自社訓練の視察受け入れ計画 

・各発電所の原子力総合防災訓練において、各々即応Ｃ、緊急時対策所において視察者を受け入

れ予定。 

 自社訓練 視察受け入れ 

美浜防災訓練 

（10/18） 

大飯防災訓練 

（12/13） 

高浜防災訓練 

即応Ｃ ○（８社８名） 

北陸、東京、九州、原

電、電発、ＪＡＥＡ、京

大 

○ ○ 

緊急時対策所 ○（５社５名） 

北陸、中国、九州、原

電、電発 

○ ○ 

凡例 ○：他社からの視察者受け入れ 
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・今回、大飯発電所防災訓練(10/18)の視察受け入れ計画として、 

視察受け入れ可能数 ・実用炉 即応Ｃ、ＴＳＣ 各々、各社１名程度 

・核燃料施設等 即応Ｃ、ＴＳＣ 各々計３名 

募集締め切り日 11月 29日（金） 

募集担当者  

 

 

 

 

 

③ピアレビュー等の受入れ計画 

・受入れなし。 

 

④他原子力事業者の現場実動訓練への視察 

・各発電所等から、訓練事務局を中心に、他社の訓練視察を行う計画である。 

 他社現場実動訓練 

視察者 評価者 

美浜発電所  9/5柏崎刈羽 １名 

高浜発電所 10/25敦賀 １名 10/25敦賀 １名 

大飯発電所 １名以上予定  

 

枠囲みの記載については、機密に係る事項ですので、公開することは出来ません。 
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指標１１：訓練結果の自己評価・分析 

－ 

 

 

備考：訓練参加率 

○発電所の参加予定人数（うち、コントローラ人数） 

○即応センター参加予定人数（うち、コントローラ人数） 

○リエゾン予定人数 

○評価者予定人数 

 

○下表のとおり参加予定。 

 大飯発電所 本店等 

発電所の参加予定人数 

（うち、コントローラ人数） 

１００名程度 

（うち、コントローラ １０名程度） 

－ 

即応センター参加予定人数 

（うち、コントローラ人数） 

－ １００名程度 

（うち、コントローラ １０名程度） 

リエゾン予定人数 － ５名程度 

評価者予定人数 １０名程度 ５名程度 

 

 

備考：中期計画の見直し状況 

〇見直し状況、見直し内容、令和元年度訓練実施計画の位置づけの説明 

〇見直し後の中期計画を提出すること 

〇前回（平成 30 年度）訓練の訓練報告書提出以降から次年度（令和 2 年度）訓練まで対応実績・

スケジュール（作業フローなど）について、以下のＰＤＣＡの観点で概要を示すこと 

【観点】前回訓練の訓練報告書提出から今回訓練までと今回の訓練を踏まえた［Ｃ］及び［Ａ］、中

期計画及び原子力防災業務計画への反映［Ｐ］の時期 

［Ｃ］訓練報告書のとりまとめ時期 

［Ａ］対策を講じる時期 

－具体的な対策の検討、マニュアル等へ反映、周知・教育/訓練など（平成 30 年度の訓

練実施結果報告書に掲げた各課題についての対応内容、スケジュールがわかるよう

に記載すること） 

－原子力事業者防災業務計画への反映の検討事項・時期（定期見直し含む） 

［Ｐ］中期計画等の見直し事項・時期、次年度訓練計画立案時期 

〇平成 30 年度訓練実施後の面談時に説明した PDCA 計画を再度参考添付すること 

 

添付資料に基づき説明する。 

 

（関連説明資料） 

添付－１１：２０１９年度 原子力防災訓練中期計画 

添付－１２：原子力事業者防災訓練の継続的改善スケジュール（ＰＤＣＡ） 
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備考：シナリオ非提示型訓練の実施状況 

〇開示する範囲、程度（一部開示の場合、誰に／何を開示するのか具体的に記載）およびその設

定理由に係る説明 

  

○開示する範囲、程度（一部開示の場合、誰に／何を開示するのか具体的に記載）およびその設定

理由に係る説明 

・添付資料に基づき説明する。 

 

 

（関連説明資料） 

添付－１３：シナリオ非提示型原子力防災訓練における情報開示等状況整理 
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事業者とＥＲＣの訓練コントローラ間の調整事項 

〇ＥＲＣ広報班との連動の有無 

〇ＴＶ会議接続先（即応Ｃ、ＯＦＣ、緊対所） 

〇リエゾンの人数（プラント・広報）、入館時刻、訓練参加タイミング 

〇訓練終了のタイミング、その後の振り返りの要否 

〇ＥＲＳＳ使用に係る当庁情報システム室との調整状況 

〇事前通信確認実施の要否 

〇即応Ｃコントローラの所属、氏名、連絡先 

〇ＥＲＣ対応者の職位、氏名 

〇訓練時、メールを利用したＥＲＣプラント班への資料提供の実施の有無 

 

〇ＥＲＣ広報班との連動の有無 

・ＥＲＣ広報班との連動あり。 

 

〇ＴＶ会議接続先（即応Ｃ、ＯＦＣ、緊対所） 

・「関電即応センターＢ」と接続。 

 

〇リエゾンの人数（プラント・広報）、入館時刻、訓練参加タイミング 

・プラント対応の４名のみ参加。 

・入館時刻 １３：００ 

・訓練参加タイミング １３：５０～ 

 

〇訓練終了のタイミング、その後の振り返りの要否 

・訓練終了のタイミング １６：３０頃 即応Ｃコントローラ→ＥＲＣコントローラへの事前連絡の後、終了

宣言。 

・１０分後から振り返り実施。 

 

〇ＥＲＳＳ使用に係る当庁情報システム室との調整状況 

・ＥＲＳＳ訓練モードの使用について、情報システム室と事前調整済み。 

 

〇事前通信確認実施の要否 

・事前通信確認：要 

 

〇即応Ｃコントローラの所属、氏名、連絡先 

 

 

 

 

 

 

  

枠囲みの記載については、機密に係る事項ですので、公開することは出来ません。 
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〇ＥＲＣ対応者の職位、氏名 

・調整中。 別途連絡します。 

所属／役職 氏名 備考 

（調整中） （調整中） 説明者 or補助者※１ 

（調整中） （調整中） 補助者 or説明者※１ 

※１：訓練当日のくじ引きによりいずれか割り当て。 

 

 

〇訓練時、メールを利用したＥＲＣプラント班への資料提供の実施の有無 

・なし。 

 

以上 
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指標との紐付け

添付資料

全
般

指
標
１

 
情
報
フ
ロ
ー

指
標
２

 
情
報
共
有

指
標
３

 
ツ
ー

ル

指
標
４

 
通
報

指
標
５

 
課
題
検
証

指
標
６

 
シ
ナ
リ
オ

指
標
７

 
現
場
実
動

指
標
８

 
広
報

指
標
９

 
後
方
支
援

指
標
１
０

 
視
察

備
考

 
参
加
率

備
考

 
中
長
期

備
考

 
非
開
示

添付１ ２０１９年度 大飯発電所原子力防災訓練計画 ○ ○
添付２ ２０１９年度 大飯原子力防災訓練想定シナリオ ○ ○
添付３ ＣＯＰ様式 ○
添付４ 対策本部レイアウト図 ○
添付５ 即応センター情報チーム活動マニュアル ○
添付６ ＥＲＣ書架内資料一覧 ○
添付７ ２０１９年度 大飯原子力防災訓練 情報共有に係るフロー ○
添付８ ２０１９年度 大飯原子力防災訓練 評価チェックシート（課題検証用抜粋） ○
添付９ ２０１９年度 大飯発電所３号機 原子力防災訓練フローチャート ○
添付１０ 現場実動訓練の実施概要 ○
添付１１ ２０１９年度 原子力防災訓練中期計画 ○
添付１２ 原子力事業者防災訓練の継続的改善スケジュール（ＰＤＣＡ） ○
添付１３ シナリオ非提示型原子力防災訓練における情報開示等状況整理 ○

添 付 資 料
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２０１９年度 大飯発電所 原子力防災訓練（総合訓練）について 

 

令和元年１１月 ６日Ｒ０ 

関西電力株式会社 

１．訓練目的 

本訓練は、大飯発電所原子力事業者防災業務計画及び原子力事業本部原子力防災訓練中期

計画に基づき実施するものである。 
今回の大飯発電所緊急時対策所（発電所対策本部）においては、プラント設備状態の把握

や、事故対応手順の確認及び情報共有等により、発電所対策本部活動の習熟を図ること、並

びに平成３０年度の訓練の反省事項を踏まえた改善策の有効性を確認することを目的とする。 
また、原子力施設事態即応センター（本店対策本部（若狭））においては、発電所対策本

部や、本店対策本部（中之島）、東京支社等と連携し、情報収集、情報連絡、プレスや原子

力規制庁緊急時対応センター（以下、｢ＥＲＣ｣という。）への対応が適切に行えることを確

認するとともに、平成３０年度の訓練の反省事項等を踏まえた改善策の有効性を確認する。 

 

２．実施日時   令和元年１２月１３日（金） １３：３０～１６：３０（予定） 

 

３．対応場所   関西電力  大飯発電所 

本店（原子力施設事態即応センター） 

本店（中之島） 

支社（東京支社 他） 

 

４．訓練想定 

（１）事象発生時間帯 

平日昼間を想定（訓練時間は当日実時間で進行） 

（２）訓練対象号機とプラント運転状態 

○大飯発電所 

１号機：長期停止中（使用済燃料ピットに燃料保管中） 

２号機：長期停止中（使用済燃料ピットに燃料保管中） 

３号機：定格熱出力一定運転中（モード１） 

４号機：定格熱出力一定運転中（モード１） 

（３）事象想定 

○原子力災害（複数号機発災） 

・原子炉の冷却機能が全て喪失し、原子力災害対策特別措置法第１５条事象に至る原子力

災害等を想定 

○その他災害 

 

５．訓練項目および訓練目標（案） 

（１）要員参集訓練（本部運営訓練） 

目標：発生した原子力災害事故事象に対して、大飯発電所対策本部、本店対策本部双方の防災

組織が、各対策本部内の指揮命令系統に基づき、情報共有、事故収束戦略の決定を行うとと

もに、連携して事態に対処できること。また、情報共有については、発電所対策本部が収集、整
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理したプラント情報、負傷者情報および事故収束戦略情報等を、ＣＯＰ等を活用し、本店対策

本部へ発信できること、本店対策本部から外部の関係各所へ遅滞なく発信できること。 

 

（２）通報連絡訓練 

目標：発電所対策本部は、プラントパラメータ等により事故及び被害状況を把握し、警戒事象、原災

法第１０条事象、原災法第１５条事象および応急措置等の通報連絡文の作成を、通報連絡に

係わるマニュアルに基づき実施するとともに、社内外関係機関への通報連絡があらかじめ定め

られている連絡系統に基づいて対応できること。 

 

（３）緊急時環境モニタリング訓練 

目標：緊急時環境モニタリング指示に基づく必要なモニタリングポイントへの測定機器の配備・測定

を、緊急時環境モニタリングに係わるマニュアルに基づき実施し、測定結果についてＣＯＰ等を

用いて発電所対策本部内に情報共有できること。 

 

（４）発電所退避誘導訓練 

目標：発電所対策本部からの退避誘導指示を受けた発電所内の緊急事態応急対策等の活動

に従事しない者について、退避に係わるマニュアルに基づき、退避誘導員による退避誘導、

構外退避および発電所対策本部による発電所立入制限措置の指示が行えること。 

 

（５）原子力災害医療訓練 

目標：発電所対策本部において、発電所構内で発生した傷病者（放射性物質汚染を伴う傷病者含

む）に対して、救急対応に係わるマニュアルに基づく汚染除去等の応急措置および管理区域

外への搬出が行えること。また、本店対策本部への傷病者情報の共有が行えること。 

 

（６）全交流電源喪失対応訓練 

目標：発電所対策本部において、全交流電源喪失時におけるプラントの事故状況を踏まえた炉心

注水確保に関する検討および事故対応の選定を行い、事故対応に係わるマニュアルに基づく

炉心注水操作が行えること。 

 

（７）アクシデントマネジメント対応 

目標：発電所対策本部において、事象の進展に基づき、シビアアクシデントを想定したアクシデント 

マネジメント策の検討（使用可能な設備・機能の把握、対策の有効性及び実施可否の確認、 

判断）が事故対応に係わるマニュアルに基づき行えること。 

 

（８）原子力緊急事態支援組織対応訓練 

目標：美浜原子力緊急事態支援センターへの支援要請について、本店対策本部から美浜原子力

緊急事態支援センターの支援要請の連絡を協定等に基づき行い、必要な情報を連絡できる

こと。 
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（９）その他訓練 

ａ．プレス対応訓練 

目標：本店対策本部共通班（広報係）によるプレス文の作成および模擬記者会見を行い、模擬

記者役の社外プレイヤーによる質疑に対して、混乱なく情報を提供できること。 

 

ｂ．後方支援活動訓練 

目標：原子力事業者間協定に基づいた連絡を行い、必要な情報を伝達できること。 

 

６．主な検証項目 

ａ．本店対策本部（若狭） 

○基本動作の定着として、ＥＲＣとの情報連携に際して良好事例／改善事例の事前教育結果に基

づき、ＥＲＣ連携訓練後の振り返りにより効果を確認する。 

 

ｂ．発電所対策本部（大飯） 

○ICS の指揮命令系統に基づき、各機能班からプラント状況、機器故障情報等の報告が発電所対

策本部に実施され、発電所対策本部から各機能班に対する事故制圧に関する指示がされてい

ることを確認する。 

○通報連絡者が警戒事象を含む必要な通報連絡および２５条報告を遅滞なく実施していることを確

認する。 

○ユニット指揮者・各機能班の班長が現場点検等を指示する際に、安全確保に係る具体的な指示

が実施できていることを確認する。 

 

７．訓練型式 

○シナリオ非提示型（ブラインド訓練） 

○訓練中スキップなし（訓練後のプラント挙動を事務局から説明[訓練中データ含む]） 

 

８．訓練の進行 

○発電所コントローラーからの条件付与。 

○ＳＰＤＳ訓練模擬パラメータ及びＥＲＳＳ訓練模擬パラメータによる事象進展状況の提示。 

・発生した事象を判断し、通報連絡要否判断、通報連絡文作成、訓練通報（ＦＡＸ・電話）を実施

する。 

・発生した事象の内容に基づき、各拠点における緊急時活動を行う。 
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９．中期計画における今年度訓練の位置づけ 

 

 

 

 

中期計画見直しに係る評価・分析結果から、今年度訓練にて、更なる応用力の習得に向けたポイ

ントとして、以下を実施する。 

本店対策本部（若狭） 

・長期化対応として、要員交代に係る引継書を作成し、訓練後のアンケートにより引継ぎ書の

有効性の確認し、課題の抽出を行う。 

大飯発電所対策本部 
・対策本部からの指示に基づき構外退避が実施できることを確認する。 
・現場点検時の安全確保に係る具体的な指示および遅滞のない通報連絡が実施できる

かを確認する。 

  

[中期計画令和元年度の主要な取組み事項] 
本店対策本部（若狭） 
・新情報共有システムを訓練で使用 
・引継ぎにスコープをあてた訓練を実施 
発電所対策本部（大飯） 
・新情報共有システムを訓練で使用 
・構外退避の実施 
・情報伝達・通報連絡の改善 
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１０．実施体制・評価体制等 

（１）実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価体制 

訓練参加者以外から評価者（発電所社員、本店社員及び他電力社員）を選任し、発電所対策本

部及び本店対策本部の活動における手順の検証や対応の実効性などについて評価し、改善点の

抽出を行う。 

また、訓練終了後には、訓練参加者、訓練コントローラー及び評価者にて振り返りを実施し、訓練

全体を通した意見交換及び気付き事項を集約し、課題の抽出を行う。 

 

 

 

以上 

通報連絡 

原子力規制庁

（ERC) 

派遣 
社 外 

関係機関 

通報連絡 

（※） 

通報連絡 

東京支社・ 
本店対策本部（中之島） 

情報連絡 

技術支援 

協力要請 
原子力施設事態 
即応センター 

（本店対策本部（若狭）） 

協力会社等 

情報連絡 

支援要請 
 

美浜原子力緊急事態

支援センター等 

大飯発電所 
緊急時対策所 

（発電所対策本部） 

（※）統合原子力防災ネットワーク接続 

状況報告 
質疑応答 
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大飯発電所３号機 事故収束戦略検討シート 
●●／●● ００：００ 現在 

             事故収束戦略       ■：前回からの変更箇所 重大局面 

炉
心
冷
却 

蒸気発生器広域水位：  ． ％(A～C-SG広域水位のうち一番高い水位)  1次冷却材圧力：  ．  MPa(広域圧力のうち一番低い圧力) 

優先 
順位 対応手段 使用 

開始 
準備 
完了 

完了 
予定 

準備 
開始 

 
 

○ 炉心注水 

  
/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

  
/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

  
/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

  
/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

○ 蒸気発生器給水 

  
/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

  
/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

  
/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

格
納
容
器
減
圧
／
冷
却 

ＣＶ圧力：  ． kPa(一番高い圧力)  ＣＶ内温度：  ． ℃(一番高い温度)  ＣＶ再循環サンプ水位：  ． ％(広域水位のうち一番低い水位) 

優先 
順位 対応手段 

使用 
開始 

準備 
完了 

完了 
予定 

準備 
開始 

 

  
/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

  
/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

  
/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

  
/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

  
/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

/ 
: 

※ 炉心損傷と判断すれば、主要戦略はＣＶ保護を優先する。 

 

ＣＯＰ２ 
大飯３ 

○ 炉心出口温度 

   ℃ 

（炉内 T/C最高値） 

○ CV内高ﾚﾝｼﾞｴﾘｱﾓﾆﾀ 

 ×１０  mSv/h 

(高ﾚﾝｼﾞｴﾘｱﾓﾆﾀ(高)(R-91B)) 

蒸気発生器 

給水停止 

実績 

/     :   
(AL24判断時刻) 

炉心注水停止 

実績 

/     :   

(GE21判断時刻) 

蒸気発生器 

ドライアウト 

予想 

/     :   

実績 

/     :   
(全 SG広域水位 10%未満) 

炉心損傷 

予想 

/     :   

実績 

/     :   

(GE28判断時刻) 

■ 原子炉下部キャビティ  予想   /     :    実績   /     :   

水位スイッチ作動 

■ 原子炉容器破損     予想   /     :    実績   /     :   

ＣＶ圧力２Ｐｄ 
[784kPa]到達 

予想 

/     :   

実績 

/     :   

ＣＶ圧力 196kPa 

到達 10分経過 

実績 

/     :   
(SE41判断時刻) 

ＣＶ冷却手段 
ＣＶスプレイ／自然対流冷却 

起動実績 

/     :   

停止実績 

/     :   

冷却手段が 
喪失した場合 
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○
×
△

凡例 ○：運転中 Ｓ：待機中（使用可能） △：設備に故障がなく、電源、水源等のサポート系機能喪失による使用不可
   ▲：準備中 ■：確認中または未対応 ×：設備の故障で使用不可

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｱﾆｭﾗｽ空気浄化ﾌｧﾝ 

格 納 容 器 
再循環ﾕﾆｯﾄ 

主蒸気逃がし弁 

主蒸気隔離弁 

T/D AFWP 

M/D AFWP 

FWP 

CSP 
(A:自己冷却) 

恒設代替低圧注水ﾎﾟﾝﾌﾟ 

RHRP 

CHP 
(B:自己冷却) 

原 子 炉 補 機 
冷却水冷却器 
（CCWｸｰﾗ） 

可搬式代替低圧注水 
ポンプ 

燃料取替用水 
ﾋﾟｯﾄ(RWSP) 

仮設水槽 使用済燃料ﾋﾟｯﾄ 

SWP 

CCWP 

窒 素 ﾎ ﾞ ﾝ ﾍ ﾞ 
(原子炉補機冷
却水ｻｰｼﾞﾀﾝｸ用) 

可搬式整流器 

電源車 

空冷式非常用発電装置 

蓄電池 
(安全防護系用)

No.1 
予 備 
変圧器 
(ETr) 

主変圧器 
(MTr) 

所 内 
変圧器 
(HTr) 4G 3G 

A 
DG 

復水ﾋﾟｯﾄ 

77kV送電線 500kV送電線 

大容量ポンプ 

加圧器 
逃がし弁 

格納容器再循環ｻﾝﾌﾟ 

Ｍ 

※２ ※３ 

※２ ※３ 

※１ 

※２ 

※４ 

※２ 
※３ 

屋外排水 

※３ 

※１ 

【補機冷却水系統】 

【電源系統】 

【交流】 

【直流】 

原子炉格納容器
水素燃焼装置 
(イグナイタ) 

※２ ※４ 

格納容器排気筒 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機 

3号発電機 4号発電機 

B 
DG 

ア

ニ

ュ

ラ

ス

部 

 

静的触媒式 
水素再結合装置 

(PAR) 

蓄圧タンク 
 

原子炉下部 
キャビティ 

Ｍ
 

加圧器逃がし 
タンクへ 

 

 
送水車 

SFPｽﾌﾟﾚｲ

Ｍ 

Ｍ 

SIP 
(B:海水冷却) 

※２ ※４ Ｍ 

No.2 
予 備 
変圧器 
(ETr) 

A: B: C: D:

A: B:

A: B: C: D:

A: B: C:

A: B:

A: B:

A: B:

A: B: C:

大飯発電所３号機 概略系統図
●●／●● ００：００ 現在 ＣＯＰ３大飯３

A: B:
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ＳＦＰ
冷却

ＳＦＰＰ
Ａ系 Ａ

炉
心
冷
却
・
Ｃ
Ｖ
除
熱

ＳＷＰ

ＣＣＷＰ

Ｄ

Ｂ

Ｂ系

Ｂ系 Ｂ

Ｂ

ＣＨＰ

Ａ系 Ａ

※１
 ○：運転中
 Ｓ：待機中（使用可能）
 △：設備に故障がなく、電源、
   水源等のサポート系機能
   喪失による使用不可
 ▲：準備中
 ■：確認中または未対応
 ×：設備の故障で使用不可
 ■：前回からの変更箇所

ＣＶ隔離

Ｃ
Ｖ
注
入

Ｃ
Ｖ

冷
却

Ｃ
Ｖ

再
循
環

水
素
濃
度

低
減

CV再循環ユニット自然対流冷却(CCWS・N2加圧)

－

静的触媒式水素再結合装置 －

原子炉格納容器水素燃焼装置

0:45

B-SIP(海水冷却･大容量P)

アニュラス空気浄化系(可搬型COMP) 0:55

0:35

アニュラス空気浄化系(N2)

A-RHRP(空調用冷水)

8:00

A-CSP(RHRS-CSS連絡ライン) 0:15

9:00

CV再循環ユニット自然対流冷却(大容量P・海水)

0:15

B-CHP(自己冷)

1:00

0:40

可搬式代替低圧注水P 4:00

電動/ディーゼル-消火P

1:24

A-RHRP(空調用冷水)

0:40

可搬式代替低圧注水P

0:30

A-CSP(自己冷) 1:25

恒設代替低圧注水P

加圧器逃がし弁(可搬型COMP)

加圧器逃がし弁
(大容量P→B制御用空気圧縮機(海水冷却))

A-RHRP(空調用冷水)

RWSP重力注入 0:25

A-CSP(自己冷)

A-CSP(RHRS-CSS連絡ライン)

0:35

蓄圧タンク 恒設代替低圧注水P 0:30

炉
心
注
入

9:00

0:55

4:00

電動/ディーゼル-消火P

Ｂ系

0:20

1:25

9:00

補
機
冷
却

1:24B-CHP(自己冷)

1:05

ＣＳＰ
Ａ系 Ａ

Ｂ系

Ｂ系 Ｂ

0:45

Ａ/Ｂ系 Ｃ

加圧器逃がし弁(バッテリ)

加圧器逃がし弁(N2)

0:35

ＲＨＲＰ
Ａ系 Ａ

Ｂ系 Ｂ

大容量ポンプによる代替補機冷却
＊補機冷却水の冷却

空調用冷水ポンプによる代替補機冷却
＊A-RHRP

ＳＩＰ
Ａ系 Ａ

7:00

48:00

Ａ系 Ａ

Ｓ
Ｇ
除
熱
機
能

補
機
冷
却

Ａ系 Ａ

蒸気発生器補給用仮設中圧ポンプ

M/DAFWP(空冷式非常用発電装置等による)

主蒸気逃がし弁
(大容量P→B制御用空気圧縮機(海水冷却))

Ａ系 Ｂ

Ｂ系 Ｃ

T/D

ポンプ車によるSG2次側送水(F&B)

大容量ポンプによる補機冷却水(海水)通水
＊B-SIP、B制御用空気圧縮機

0:20

Ｂ系 Ｃ

主蒸気逃がし弁(所内用空気) 1:10

Ａ/Ｂ系 Ｂ

主蒸気逃がし弁(N2ボンベ)

9:00

1:50

0:20主蒸気逃がし弁(現場手動操作)

号機間電力融通予備ケーブル(3号～4号)

0:10

Ｄ

T/DAFWP(現場手動起動操作) 0:45

Ｂ

T/DAFWP起動弁(現場手動開操作) 0:45

直
流

電
源

蓄電池(安全防護系用) 0:15

可搬式整流器 1:50

3:00

No.2ETr 2次側恒設ケーブル

ＦＷＰ

T/D Ａ

号機間電力融通恒設ケーブル(3号～4号)

ＤＧ

2:18

Ａ
交
流
電
源

1:05

Ｂ

電源車 1:00

1:15

Ｂ 号機間電力融通恒設ケーブル(1,2号～3,4号)

交
流
電
源

外部電源
500kV

1:05

0:30

77kV 77kV大飯支線 0:20

空冷式非常用発電装置

No.1ETr 2次側恒設ケーブル

直
流

電
源

蓄電池
(安全防護系用)

Ａ

ＡＦＷＰ

M/D Ａ
Ｓ
Ｇ
除
熱
機
能

主蒸気
逃がし弁

Ａ

Ｃ

タービンバイパス弁

M/D Ｂ

T/D Ｂ

M/D

大飯３ ＣＯＰ４

大飯発電所３号機 設備状況シート ●／●  ００：００ 現在

ＤＢ・常用設備 ＳＡ・使用可能設備

使用
可否※１

使用
開始

完了
予定

準備
開始

所要
時間

優
先

順
位

設備
準備
完了

機
能

区
分

設備
使用
可否※１

機
能

区
分
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（発行日時：    ．  ．     ：   ）

１、２号機
（運転終了）

３号機 ４号機

① 採取日時

ＥＬ
Ａ：ＥＬ
Ｂ：ＥＬ

Ａ：ＥＬ
Ｂ：ＥＬ

Ｎ Ｗ Ｌ ：ＥＬ ２９．３
ＡＬ記載値：ＥＬ ２５．８

Ｎ Ｗ Ｌ ：ＥＬ ３３．１
ＡＬ記載値：ＥＬ ３２．２

Ｎ Ｗ Ｌ ：ＥＬ ３３．１
ＡＬ記載値：ＥＬ ３２．２

③ 水温［℃］

④ 冷却機能 機能あり ／ 機能なし 機能あり ／ 機能なし 機能あり ／ 機能なし

⑤
（冷却機能ありの場合）
１００℃到達までの時間

冷却機能喪失後：   日後 冷却機能喪失後：   日後 冷却機能喪失後：  日後

⑥
（冷却機能なしの場合）
１００℃到達予測

－ － －

⑦ 貯蔵量［体］

⑧
うち、最新取出燃料［体］
（原子炉停止日）

⑨ 貯蔵容量［体］ ７０４
Ａ：９７４
Ｂ：１１５５

Ａ：９７４
Ｂ：１１５５

⑩
（⑤⑥の初期条件）
 ・初期水温、初期水位

初期水温：
初期水位：

初期水温：
初期水位：

初期水温：
初期水位：

⑪

（その他）

貯
蔵
数

備
 
考

大飯発電所 ＳＦＰ状況

号機

記
録
採
取

② 水位［ｍ］

温
度
予
測
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対策本部レイアウト図
添付－４
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即応センター情報チーム活動マニュアル
添付－５

添付－５については、機密を含むことから、公開することはできません。



関西電力（株） ＥＲＣ書架内資料一覧 2019.10

美浜 高浜 大飯 備付根拠
1 原子力事業者防災業務計画 ○ ○ ○ 防災業務計画（ＯＦＣ備付資料）

2 原子炉施設保安規定 ○ ○ ○ 防災業務計画（ＯＦＣ備付資料）

3 事故時操作所則 ○
（電子データ）

○
（電子データ）

○
（電子データ）

防災業務計画

4 原子炉設置変更許可申請書（完本版） ○ ○ ○ 防災業務計画（ＯＦＣ備付資料）

5 系統図 ○ ○ ○ 防災業務計画

6 プラント配置図 ○ ○ ○ 防災業務計画（ＯＦＣ備付資料）

7 プラント関係プロセスおよび放射線計測配置図 ○ ○ ○ 防災業務計画

8 原子炉安全保護系ロジック一覧表 ○ ○ ○ 防災業務計画

9 原子力災害時の対応資料集
 ・ＥＲＣ備付資料（適合炉版）

○
（３号機）

○
（３,４号機）

○
（３,４号機）

－

10 原子力災害時の対応資料集
 ・ＥＲＣ備付資料（未適合炉版）

○
（3号機）

未 未 －

資料名

36

添付－６



２０１９年度 大飯原子力防災訓練
情報フロー
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発電所⇔本店対策本部⇔ERC 情報共有方法 〔訓練前説明〕

社内ＴＶ会議

発電所

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

【即応センター情報チーム】

書画
ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

社内ＴＶ会議 プラント状況報告等

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＥＲＳＳ訓練模擬データ

ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

災害時

対応ＤＢ

社内TV会議

事業者ブース

OFC

ＴＶ会議

プラント班

・事業者派遣者
４名

シークレット
モードにて傍聴

官邸

①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

情報入手（各班）
①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

⑤ERCプラント班質問

① 通報・連絡
（FAX/電話）

通報・連絡
（FAX/電話）

情報連絡
（電話・メール）

回答
各班

リエゾン

傍聴

災害時

対応ＤＢ

[ユニット指揮者補佐]

COP作成
②´概略系統図
②´設備状況シート
③´事故収束戦略
検討シート

[安管班]

②´ＳＦＰシート作成

⑤´情報・ＱＡメモ

国ＴＶ会議

即応センターとの情報共有

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練模擬データ

3u

電子ＷＢ

電子ＷＢ（情報係）

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ERSS

※１

※１

SPDS-Web

国ＴＶ会議
（本店即応センターＡ）

※２

※２

※３

社内ＴＶ会議
本店（中之島）

※３

電話会議
（発電所内集音）

※４

電話会議
（受話のみ）

※４

※４

4u

3u 4u
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①EALに関する情報共有（EAL事象発生の都度） 〔訓練前説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

通報・連絡
（NTT－電話・FAX）※

PSｳｫｯﾁｬｰ

情報班長

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班員

安全管理班員

⑤EAL該当確認・宣言

⑩本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑨通報文送信（FAX）

⑥本部内周知（口頭（マイク））

※ バックアップとして
ＩＰ-電話・ＦＡＸも配備

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室（当直課長）

①情報連絡
（電話）

②情報報告（口頭（マイク））

④判断情報報告（口頭（マイク）） ③EAL情報の確認

⑧本部内周知
口頭（マイク）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑨情報メモ作成

⑨情報
メモ

情報管理

⑩情報メモ

⑫口頭、情報メモ

⑩口頭 （ＴＶ会議）
情報メモ（書画）

①SPDS監視
対外対応専任者

⑦情報班長は通報文案を作成
⑧対外対応専任者が通報文案を
チェック

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑦口頭（ＴＶ会議）

対外通報連絡者

⑩着信確認（電話）

⑪情報漏れチェック

⑦本部内集音
（電話会議） ⑦口頭（電話会議）電話会議

⑨情報メモ作成
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本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑥口頭（TV会議）、COP（DB）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡（電話）

③報告（口頭（マイク） 、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑦傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

情報管理

⑩口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

保修班

対外対応専任者

④連絡
（マイク）

②各班
・活動内容のDB登録

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤口頭、COP

⑤口頭（電話）、COP（DB）

⑥口頭、COP他
資料提供

⑦電子ファイル
印刷

①SPDS監視

放射線管理班

⑥口頭（TV会議）

⑥口頭（TV会議）

⑨COP手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑧）

②事故・プラント状況に関する情報共有（プラント状況変化の都度） 〔訓練前説明〕

ユニット指揮者補佐

⑤時系列作成

⑥本部内集音
（電話会議）

電話会議

④COP

⑪情報漏れチェック

⑧情報メモ作成

⑧情報
メモ

3u 4u

3u 4u

電子ＷＢ

電子ＷＢ

④ユニット指揮者補佐にて
COP３，４作成、DB登録

⑨情報メモ

3u 4u
【Ｒ０１ 美浜訓練課題の改善】
・情報メモの充実
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本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸
PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（DB）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

②報告（口頭）

④報告・戦略立案（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

情報管理

⑩口頭、COP（ＴＶ会議）

保修班

情報管理（連絡窓口） リエゾン

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（DB）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

③事故収束対応戦略に関する情報共有（重大局面（10条、15条、炉心損傷等）の都度）
〔訓練前説明〕

①SPDS監視

③ユニット指揮者補佐にて
COP２作成、DB登録

⑥口頭（ＴＶ会議）

マイク常時ＯＮ
対外対応専任者

⑤戦略決定

⑥周知（マイク）

⑦本部内集音
（電話会議）

電話会議

⑨情報メモ

⑩情報漏れチェック

③COP

⑧情報メモ作成

⑨情報
メモ
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本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（DB）
ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

③報告（口頭、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、COP（DB））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者
ERC説明補助

ＩＣ補佐、ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

情報管理

保修班

④ユニット指揮者補佐にて
COP２作成、DB登録

対外対応専任者

情報管理（連絡窓口） リエゾン

②SPDS監視

⑧情報メモ作成

⑥口頭（ＴＶ会議）

⑪口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

⑩COP一部手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑨）

④戦略の進捗状況に関する情報共有（戦略変更時等の都度） 〔訓練前説明〕

⑥戦略変更の決定

⑦周知（マイク）

⑦本部内集音
（電話会議）

電話会議

⑨情報メモ

⑩情報漏れチェック

⑧情報メモ作成

③COP

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（DB）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

⑨情報
メモ
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社内ＴＶ会議

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ
国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

災害時対応ＤＢ

災害時対応ＤＢ

発電所

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答（都度） 〔訓練前説明〕

①質問 （口頭
（TV会議））

⑪回答 （TV会議、
QAメモ （書画））

③回答作成依頼
（QAメモ）

関係班

⑤必要に応じて回答
照会（口頭（電話））

①質問（口頭）

発電班

保修班

安全管理班

放射線管理班

広報班

総務班

情報班

広報班（広報係）

住民対応チーム他

現地支援チーム

③口頭

ERC説明者/情報管理

共通班（各係）

原子力設備班（各係）

⑩回答連絡
（QAメモ）

④回答作成依頼
（QAメモ）

⑨回答連絡（QAメモ）

⑦回答連絡（口頭（電話）

⑧所管の班・係
QAメモに回答記入

原子力設備班
（情報係）

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

②情報・QAメモ作成、DB入力

⑫口頭（電話、QAメモ） ⑬回答
（口頭（QAメモ）

②口頭（電話）

⑥回答作成

⑪口頭（QAメモ）

マイク常時ＯＮ

【Ｒ０１ 美浜訓練課題の改善】
・軽微なＱＡの処理フローの明確化
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即応Ｃ情報チーム体制 ［２０１９．１２ 大飯訓練］

配置

国
Ｔ
Ｖ
会
議

ＥＲＣ説明者

説明補助者
②

ＥＲＣ説明者
部長

チーム長
部長

ＰＳｳｫｯﾁｬｰ

説明補助者
①

電子ＷＢ 大飯

ＱＡ対応者

ＱＡ対応者

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ヘッドホン
（美浜２ｃｈ）

マイク
（ＮＲＡ）

マイク
（ＮＲＡ）

マイク
（ＮＲＡ）

マイク
（ＮＲＡ）

ヘッドホン
（ＮＲＡ）

ヘッドホン
（ＮＲＡ）

ヘッドホン
（ＮＲＡ）

ヘッドホン
（ＮＲＡ）

ヘッドホン
（美浜２ｃｈ）

書画装置
（ＮＲＡ）

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ係

電子ＷＢ 大飯

電子ＷＢ 電子ＷＢ

ヘッドホン
（ ２ｃｈ）

ＳＰＤＳ

ＳＰＤＳ

卓上スピー
カー（ＮＲＡ）

ヘッドホン
（ ２ｃｈ）

ＷＢ 美浜
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説明補助者
②

情報フロー（美浜）

美浜
ＴＶ会議専任者

ＴＶ会議 ＰＳｳｫｯﾁｬｰ 情報メモ
１－３複写

美浜
本部内音声

電話会議

音
声
ミ
キ
サ
ー
（
調
整
可
）

室
内
音
声

即応Ｃ
Ａ部屋

・確
定
情
報

・不
確
定
情
報
（速
報
）

・確
定
情
報
の
メ
モ
化

情
報

メ
モ

即応Ｃ
情報係

・通報票
・オフサイト情報等

メモ１

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

Ｃ
Ｏ
Ｐ

美浜
対策本部

サーバ
登録

・Ｃ
Ｏ
Ｐ

手書き
ＣＯＰ

ＥＲＣ説明者

発
話

ネ
タ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ係

メモ３

・Ｗ
Ｂ
板
書

・情
報
連
携

漏
れ
チ
ェ
ッ
ク

・発
話
情
報
整
理

・重
要
情
報
の
確
認

・Ｑ
Ａ
管
理

ＥＲＣ
説明

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

・Ｃ
Ｏ
Ｐ
更
新

・Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
監
視→

メ
モ
へ
の
追
記

チーム長
部長

・ＥＲＣ対応の全体を監視し、必要な監督・フォロー
（２人同時に席を外さない）

ＥＲＣ説明者
部長

メモ３

説明補助者
①

メモ２

美浜
対策本部

・そ
の
他
情
報

電
子W

B

（板書後）

即応Ｃ情報チーム体制 ［２０１９．１０美浜訓練］

即応Ｃ
ＩＣ補佐
ＰＳｳｫﾁｬｰ

情報メモ
Ａ

メモＡ

赤字：２０１９．１０ 美浜訓練からの改善事項（案）
・情報メモの充実
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ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ＱＡ対応者
説明補助者
②

ＥＲＣ説明者
部長

即応Ｃ情報チーム体制 ［２０１９．１０美浜訓練］

ＱＡ対応（美浜）

・
軽
微
な
リ
エ
ゾ
ン
質
問
へ
の
回
答
作
成

・
未
回
答
事
項
の
質
問
票
作
成
（リ
エ
ゾ
ン
質
問
の
み
）

・Ｑ
Ａ
リ
ス
ト
管
理
（リ
エ
ゾ
ン
質
問
の
み
）

・質
問
票
の
配
布

・回
答
作
成
状
況
の
確
認

即応Ｃ
情報係

質問票
Ａ~Ｃ

ＥＲＣ説明者

回
答

質問

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

回答

説明補助者
①

・未
回
答
事
項
の
質
問
票
作
成

・Ｑ
Ａ
リ
ス
ト
管
理
（リ
エ
ゾ
ン
質
問
以
外
）

ＱＡ対応者

Ｄ票

即応Ｃ
回答作成箇所

ＡＢ票

Ｃ票

回答

回答

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

Ｅ
Ｒ
Ｃ
リ
エ
ゾ
ン

リエゾン質問

リエゾン回答

赤字：２０１９．１０ 美浜訓練からの改善事項（案）
・軽微なＱＡの処理フローの明確化
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1 

  

 
大飯原子力防災訓練 課題改善検証シート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■「評価結果」には下記のいずれかを記載する。 

評価結果 評価結果の判断基準 

４ 評価の視点で必要とされる内容について、十分に達成できている。 

３ 評価の視点で必要とされる内容について、一部を除き達成できている。 

２ 評価の視点で必要とされる内容について、半数近く達成されていない。 

１ 評価の視点で必要とされる内容について、ほとんど達成できていない。 

－ 今回の訓練では評価できない項目である。 

 

 

■評価対象：                     

 

 

評価期日    年  月  日    評価者           

  

検証項目： 

１．基本動作の定着 

２．情報メモの充実（案） 

３．軽微な QA対応におけるフローの明確化（案） 
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2 

  

 

 

  

Ｎｏ． 検証項目 評価の視点 評価結果 

１ 基本動作の定着 

■即応Ｃ情報チームによるＥＲＣプラント班への説明について、基本動作の定着状況を確認する。【訓練後

のビデオ振り返りによる評価】 

①必要な情報（事故・プラント状況、進展予測・対応戦略、戦略の進捗、ＥＡＬ判断理由）の説明。 

②定期的（１時間毎を目安）な俯瞰説明（①関連）。 

③緊急情報（ＳＥ・ＧＥ、事故収束戦略、負傷者情報）のカットイン。 

④資料等（ＥＲＣ備付資料、書画装置（メモ）、ＥＲＳＳデータ、ＣＯＰ）の活用による視覚的な分かりやすさ。 

⑤ＣＯＰ手書き更新による説明資料の最新化。 

⑥明確な発話（サイト名、号機、時刻 ）、書画使用時のブレ防止、ピント調整。 

⑦数字を含む重要な情報（ＥＡＬ実績時間等）は、「メモ（書画）併用」または「発話の繰り返し」。 

 

（訓練シナリオ上のチェックポイント） 

シナリオ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 備考 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

        

 

 

 

        

 

48

枠囲みの範囲については、機密を含むことから、公開することはできません。



3 

  

 

  

Ｎｏ． 検証項目 評価の視点 評価結果 

２ 情報メモの充実（案） 

■即応Ｃ情報チームのＰＳウォッチャーが作成した情報メモについて、「時間」情報が記載されているかを確

認する。【訓練後の帳票確認による評価】 

① 情報メモの発行枚数 

② 時間情報が不足するメモの枚数 

③ ②のうち、ＳＰＤＳまたは電子ホワイトボードにより時間の追記が可能であったものの枚数 

 

（訓練シナリオ上のチェックポイント） 

シナリオ ① ② ③ 備考 

 

 

 

    

 

 

 

    

 

 

 

    

 

 

 

    

 

検討中 
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Ｎｏ． 検証項目 評価の視点 評価結果 

３ 
軽微な QA対応におけるフローの明

確化（案） 

■即応Ｃ情報チームにおけるリエゾン経由のＱＡ対応について、軽微な事項について明確

化されたフローに基づき、円滑に対応できること。 

 
 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討中 
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大飯原子力防災訓練 課題改善検証シート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■「評価結果」には下記のいずれかを記載する。 

評価結果 評価結果の判断基準 

４ 評価の視点で必要とされる内容について、十分に達成できている。 

３ 評価の視点で必要とされる内容について、一部を除き達成できている。 

２ 評価の視点で必要とされる内容について、半数近く達成されていない。 

１ 評価の視点で必要とされる内容について、ほとんど達成できていない。 

－ 今回の訓練では評価できない項目である。 

 

 

■評価対象：                     

 

 

評価期日    年  月  日    評価者           

  

検証項目： 

１．警戒事象に係る通報連絡の改善 

２．原災法第２５条報告頻度の改善 

３．安全確保に係る指示内容の改善 
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Ｎｏ． 検証項目 評価の視点 評価結果 

１ 警戒事象に係る通報連絡の改善 

■警戒事象に係る通報連絡が 15 分以内に実施できること。 

① 情報班員は、ユニット指揮者の警戒事象に係るＥＡＬ判断後、直ちに通報票の作成に

着手しているか。（より優先度の高い特定事象の通報連絡対応を実施している場合は、

その対応後速やかに通報票の作成に着手しているか。） 

② ＥＡＬ判断から１５分以内に発信されているか。 

 

 

訓練シナリオ上のチェックポイント ① ②※ メモ 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

   
 

※ ②については、訓練後、通報実績の確認により評価を実施する。   
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Ｎｏ． 検証項目 評価の視点 評価結果 

２ 原災法第２５条報告頻度の改善 

■原災法第２５条報告が適切なタイミング・頻度で実施できること。 

① 情報班員は、情報班長の指示により、直ちに２５条報告の作成に着手しているか。（より

優先度の高い特定事象の通報連絡対応を実施している場合は、その対応後速やかに

通報票の作成に着手しているか。） 

② 適切なタイミング・頻度で発信されているか。 

 

 

訓練シナリオ上のチェックポイント ① ②※ メモ 

 

 

 
   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

※ ②については、訓練後、通報実績の確認により評価を実施する。   
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Ｎｏ． 検証項目 評価の視点 評価結果 

３ 安全確保に係る指示内容の改善 

■現場点検等を指示する際に、把握した現場の状況の伝達および安全確保に係る具体的

な指示が実施できているか。 

① 把握した現場（もしくはプラント）の状況が正確に伝えられたか。 

② 安全確保に係る具体的な指示ができたか。 

 

 

訓練シナリオ上のチェックポイント ① ② メモ 

   【伝達・指示内容】 

 

 

 

  【伝達・指示内容】 

 

 

 

 

  【伝達・指示内容】 
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２０１９年度 大飯発電所３号機 原子力防災訓練フローチャート

添付－９
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現場実働訓練の実施要領

添付－１０
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原子力事業者防災訓練の継続的改善スケジュール 
 

１．ＰＤＣＡの廻し方 
災害対応の活動の力量向上のため、次のステップでＰＤＣＡを廻し、継続的改善を行っ

ている。 
（１）原子力防災訓練中期計画の策定・見直し【Ｃ＆Ｐ】 
・４年後のあるべき姿を定めるとともに、「原子力防災訓練の評価結果」等に基づき、

毎年の進捗状況の確認、修正要否の検討を行い、「原子力防災訓練中期計画（以下、

「中期計画」という。）」を原子力事業本部、各発電所で各々作成する。 
・中期計画の作成に際しては、原子力事業本部と各発電所で相互に調整を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）各年度における訓練計画の作成【Ｃ＆Ｐ】 
・「原子力事業者防災業務計画（以下、「防災業務計画」という。）、中期計画および訓練

課題の対応状況を踏まえ、原子力事業者防災訓練の訓練計画を作成する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

インプット情報 
○ 前年度訓練の評価結果 
○ 中期計画の進捗等 
（例） 
・中期的課題の進捗 
・原子力防災に係わる社外情報等 

アウトプット事項 
○ 訓練の主な目的 
○ シナリオ提示方式 
○ 事故想定シナリオ（概要） 
○ 中期計画の修正 

（原子力事業本部） 
中期計画の策定・見直し 

（各発電所） 

中期計画の策定・見直し 

調整 

インプット情報 
○ 防災業務計画に定める訓練項目 
・原子力総合防災訓練 
・発電所原子力防災訓練 
（要員参集、通報連絡、緊急時環境モニタリ

ング、発電所退避誘導、原子力災害医療、

ＳＢＯ、ＡＭ対応、原子力緊急事態支援組

織対応） 
○ 中期計画 
・訓練の主な目的 
・シナリオ提示方式 
・中期的な課題と対応策 等 
○ 前回訓練課題等の対応状況 

アウトプット事項 
○ 訓練の目的 
○ 訓練項目・内容および目標 
○ 訓練形式 
○ 検証項目 
○ 実施体制、評価体制 

訓練計画の作成 
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（３）訓練の実施【Ｄ】 
・訓練計画に基づき、訓練を実施する。 
 

（４）実施結果の評価【Ｃ】 
・訓練結果（チェックシートによる評価結果、社内アンケート、社外指摘事項）から、

課題を明らかにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５）対策の検討・具体化・実施【Ａ】 
・訓練課題に対する対策案を立案し、実施する。 
 

（６）訓練実施結果の報告 
・原災法第１３条の２に基づき、訓練結果の報告および要旨の公表を行う。 
 

（７）全体概要図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インプット情報 
○ チェックシートに基づく評価結果 
○ 社内アンケート 
（プレイヤー自己評価等） 
○ 社外指摘事項 
（社外評価者、視察者からの指摘、ＮＲＡか

らの指摘等） 

アウトプット事項 
○ 課題の明確化 
○ 防災業務計画への反映課題 

訓練実施結果の評価 

Ｐ：中期計画の策定 
（年度初旬を目処） 

Ｐ：訓練計画の作成 
（訓練の 1ヶ月前を目処） 

Ｄ：訓練実施 
 

Ｃ：実施結果の評価 
（訓練の実施後速やかに） 

Ａ：対策の検討・具体化・実施 
（評価後～次回訓練を目処） 

訓練実施結果の報告 
（訓練後２ヶ月を目処） 
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２．２０１９年度の具体的なスケジュール 
 実施事項 時期 備考 

 

訓練報告 

〇 2018年度訓練報告書 美浜：2019年 5月 

大飯：2019年 5月 

高浜：2019年 5月 

 

ACTION 

改善実施 

〇 対策の具体化・実施 

（原子力事業本部における対策実施） 

・2018年度 美浜訓練 課題対策 

・2019年度 大飯高浜要素訓練 課題対策 

 

（美浜発電所における対策実施） 

・2018年度 美浜訓練 課題対策 

 

○ 防災業務計画の見直し（定例） 

・訓練結果に基づく防災業務計画への反映

課題なし。 
 

 

 

～2019年 10月 

～2019年 10月 

 

 

～2019年 10月 

 

 

2019年 11月 

～2020年 3月 

 

・原子力事業本部に

おける課題対策

は、原則として次

回訓練（いずれか

の発電所での総合

防災訓練）までに

実施。 

PLAN 

訓練計画 

○ 2019年度中期計画の見直し 

 

○ 2019年度訓練計画の作成 

・美浜訓練 

・大飯訓練 

・高浜訓練 

 

2019年 10月 

 

 

2019年 8月～10月 

2019年 10月～12月 

2019年 10月～ 

 

DO 

訓練実施 

〇 2019年度訓練実施 

・美浜訓練 

・大飯訓練 

・高浜訓練 

 

 

2019年 10月 

2019年 12月 

 

CHECK 

訓練評価 

〇 2019年度訓練実施結果の評価 

・美浜訓練 

・大飯訓練 

 

・高浜訓練 

 

 

2019年 10月～11月 

2019年 12月 

～2020年 1月 

訓練後 1ヶ月程度 

 

ACTION 

改善実施 

〇 対策の検討 

・美浜訓練 

・大飯訓練 

・高浜訓練 

 

○ 対策の具体化・実施 

・美浜訓練 

・大飯訓練 

・高浜訓練 

 

○ 防災業務計画の見直し（定例） 

 

 

2019年 11月～12月※ 

2020年 1月～2月 

評価後 1ヶ月程度 

 

 

2019年 12月～次回訓練※ 

2020年 2月～次回訓練 

対策検討後～次回訓練 

 

2020年 10月 

～2021年 3月 

※：原子力事業本部

における課題対策

のうち、12月の大

飯訓練までに対策

が間に合うものに

ついては、大飯訓

練にて検証を実

施。 

 

訓練報告 

〇 2019年度訓練報告書 美浜：2019年 12月 

大飯：2020年 2月 

高浜：訓練後 2ヶ月程度 

 

PLAN 

訓練計画 

○ 2020年度中期計画の策定 

 

2020年 7月～9月  
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（参考）Ｈ３０年度の具体的なスケジュール［前回訓練提示版］ 

 実施事項 時期 備考 

 

訓練報告 

〇 Ｈ29年度訓練報告書 美浜：H30年 5月 

大飯：H30年 5月 

高浜：H30年 5月 

 

ACTION 

改善実施 

〇 対策の具体化・実施 

（原子力事業本部における対策実施） 

・H29年度 大飯・高浜訓練 課題対策 

・H29年度 美浜訓練 課題対策 

・H30年度 国訓練 課題対策 

・H30年度 大飯･高浜訓練 課題対策 

（美浜発電所における対策実施） 

・H29年度 美浜訓練 課題対策 

 

○ 防災業務計画の見直し（定例） 

・訓練結果に基づく防災業務計画への反

映課題なし。 
 

 

 

～H30年 1月 

～H30年 11月 

～H30年 11月 

～H31年 1月 

 

～H31年 1月 

 

 

H30年 9月～H31年 1月 

 

・原子力事業本部にお

ける課題対策は、原

則として次回訓練

（いずれかの発電所

での総合防災訓練）

までに実施。 

PLAN 

訓練計画 

○ H30年度中期計画の策定 

 

○ H30年度訓練計画の作成 

・大飯・高浜訓練 

・美浜訓練 

 

H30年 10月～12月 

 

 

H30年 9月～12月 

H30年 11月～H31年 2月 

 

DO 

訓練実施 

〇 H30年度訓練実施 

・大飯・高浜訓練 

・美浜訓練 

 

 

H30年 12月 

H31年 2月 

 

CHECK 

訓練評価 

〇 H30年度訓練実施結果の評価 

・大飯・高浜訓練 

・美浜訓練 

 

 

H30年 12月～H31年 1月 

H31年 2月～3月 

 

ACTION 

改善実施 

〇 対策の検討 

・大飯・高浜訓練 

・美浜訓練 

 

○ 対策の具体化・実施 

・大飯・高浜訓練 

・美浜訓練 

 

○ 防災業務計画の見直し（定例） 

 

 

H30年 12月～H31年 1月 

H31年 2月～3月 

 

 

H31年 2月～次回訓練 

H31年 4月～次回訓練 

 

H31年 10月～H32年 3月 

 

 

訓練報告 

〇 Ｈ30年度訓練報告書 美浜：H31年 4月 

大飯：H31年 2月 

高浜：H31年 2月 

 

PLAN 

訓練計画 

○ H31年度中期計画の策定 

 

H31年 7月～9月  
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個別課題の改善スケジュール（原子力事業本部）

２０１８年度 ２０１９年度

▼2018.10大飯高浜訓練

課題① ＥＲＣ説明時のＣＯＰ最新化管理

課題③複数サイト発災時のＴＶ会議運用の改善

課題②ＳＦＰ状況報告の遅れ改善

課題④発電所対策本部との連携の改善

課題⑤社外持出資機材の事前操作漏れの改善

▼2019.2美浜訓練

▼2019.4大飯高浜要素訓練

▼2019.10美浜訓練

▼2019.12大飯訓練

▼2020. 高浜訓練

原因分析 対策検討・試行 対策実施

原因分析 対策検討 対策実施

原因分析 対策検討 対策実施

原因分析 対策検討 対策実施

課題⑥基本動作の習熟

対策検討 対策実施

課題⑥ 対策内容

（対策内容）

・ＥＲＣ対応を行う関係者向けに、ＥＲＣ説明
の目的、説明すべき内容、説明時の留意
事項等を教材として作成。

・ＥＲＣに説明すべき内容について、情報の
社内入手ルートを明確化。

・過去訓練のＥＲＣ説明実績をまとめ、良好
事例、改善事例を蓄積。

・これらをＥＲＣ説明者、補助者、リエゾン等
関係者への教育を実施。

▼検証

▼検証

▼検証

▼検証

▼検証

▼検証

課題⑦情報メモの充実
課題⑧軽微ＱＡの対応フロー明確化。

原因分析 対策検討対策実施

▼検証

課題⑦⑧ 対策内容（案）

（対策内容）
・情報メモの情報量向上策（検討中）を実施。

・リエゾン経由の軽微な質問事項の対応フ
ローをマニュアルに明確化。
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個別課題の改善スケジュール（大飯発電所）

２０１８年度 ２０１９年度

▼2018.10大飯高浜訓練

課題①警戒事象通報連絡遅れの改善

課題③安全確保に係る指示の改善

課題② ２５条報告頻度の改善

▼2019.2美浜訓練

▼2019.4大飯高浜要素訓練

▼2019.10美浜訓練

▼2019.12大飯訓練
▼2020. 高浜訓練

原因分析 対策検討・試行 対策実施

原因分析 対策検討 対策実施

課題①② 対策内容

・通報連絡に使用するマニュアルを改
善

①上位の特定事象の通報票に警戒事
象の内容を併記して連絡することも
可能である旨追記

②応急措置実施後、速やかに２５条報
告を実施する旨追記

・通報連絡を行う関係者に周知・教育
を実施

課題④ＣＯＰ発行頻度の改善
原因分析 対策検討 対策実施・検証 対策実施

検証

課題③ 対策内容

・安全確保に係る指示は現場状況を
踏まえて具体的に実施するよう活動
マニュアルに追記

・防保護具の配置場所・数量をまとめ
たリストの作成

・ユニット指揮者・各機能班の班長へ
の周知・教育を実施

検証

検証

課題④ 対策内容

・定例ブリーフィングのタイミングに加
えて、戦略変更時にも臨時でＣＯＰを
発行する旨マニュアルに追記

・ＣＯＰを作成する関係者に周知・教育
を実施
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シナリオ非提示型原子力防災訓練における情報開示等状況整理 
１．目的 
シナリオ非提示型原子力防災訓練における訓練関係情報の開示に係る基準を設定する。 

 
２．対象情報および開示 
（１）下表中の文書を対象とし、開示対象を明確にする。 

参加者 
 

対象情報 

社内 説明 
【凡例 ○：開示、×：非開示】 社内幹部 ﾌﾟﾚｰﾔｰ 事務局、ｺﾝﾄ

ﾛｰﾗ・評価者 
訓練実施計画 ○ ○ ○ 訓練日時、項目、体制等を定めた計画 

訓練基本シナリオ × × ○ プラント発生事象、主要対応項目等のタイムラ

インを示したシナリオ 

訓練解析書 × × ○ 基本シナリオに基づき、プラント挙動を解析し

た解析書 
SPDS訓練データ × × ○ 訓練シナリオ解析書に基づき作成したデータ 

付与情報シナリオ × × ○ 
基本シナリオに付与情報（付与時刻、内容、方

法等）を示したシナリオ 
【コントローラ用】 

付与情報シート × × ○ 訓練中、コントローラがプレーヤーに状況付与

するシート（１件１葉）【コントローラ用】 
訓練故障機器シート × × ○ 

訓練評価要領 × × ○ 
あらかじめ定めた訓練目的、目標レベルを評価

するための要領（評価チェックシート等） 
【評価者用】 

【補足】 
・シナリオ非提示型訓練においては、発話集の準備はしない。 
・自治体から問合せがあった場合は、「訓練実施計画」をベースに回答する。 

 ・プレス公開で行う場合は、報道担当が、「訓練実施計画」、「基本シナリオ」をベースにし
た取材案内資料を作成する。なお、この資料作成者はプレーヤーになることは不可。 

・上記表における作成対象は代表的な文書であり、必ず作成するものではない。 
またこれに類する文書については都度判断する。 

 
３．訓練情報の非開示 
（１）プレーヤーには「訓練実施計画」相当の情報を除き、開示しない。 

なお、事務局は「訓練実施計画」に相当する情報、準備事項、付与情報入手方法および

訓練時注意事項（当日持込可能な資料含む）等を記載したプレーヤー説明資料を作成し、

プレーヤーに事前説明する。 
（２）コントローラおよび評価者は、訓練準備段階よりプレーヤーからの本防災訓練に関する

問合せには答えない。また訓練中、プレーヤーに対し必要となる行動を説明しない。 
（３）訓練シナリオ解析、訓練故障機器シートおよび付与情報データを作成する INSSなど社
外機関で、プレーヤーとしての参加がある場合、事務局は、当該機関に対しプレーヤーへ

の情報を非開示とするよう要請する。 
（４）シナリオ検討者、コントローラおよび評価者は、情報管理の観点から、兼務すること

が望ましい。 
以 上 
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